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村
時
代
の
運
営
に
戻
せ
な
い
か

敷
島
温
泉
「
ふ
れ
あ
い

の
家
」
と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
赤
城
」

の
運
営
が
、
合
併
後
変
わ
っ
て

し
ま
い
、
多
く
の
利
用
者
か
ら

元
の
運
営
に
戻
せ
と
の
声
。

歩
行
困
難
や
身
体
が
不
自
由

で
温
泉
ま
で
行
け
な
い
家
族
に

配
達
し
て
い
た
温
泉
宅
配
の
復

活
は
。

合
併
前
、
公
設
の
日
帰

り
温
泉
施
設
の
温
泉
宅
配
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
赤
城
の
施

設
以
外
で
は
既
に
サ
ー
ビ
ス
が

廃
止
さ
れ
た
り
し
て
、
実
施
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
併
時
の
調
整
の
中
で
、
各

施
設
が
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ

き
、
温
泉
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
廃
止
と
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。高

齢
者
を
対
象
と
し
た

月
一
回
の
無
料
送
迎
バ
ス
の
復

活
と
隣
接
地
区
の
温
泉
施
設
や

病
院
へ
の
循
環
バ
ス
運
行
の
考

え
は
。

温
泉
施
設
や
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
の
高
齢
者
の
無
料

送
迎
、
病
院
等
へ
の
循
環
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

の
足
の
確
保
と
各
地
域
住
民
へ

の
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

い
っ
た
視
点
か
ら
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

経
費
の
問
題
や
具
体
的
な
実

施
方
法
、
既
存
の
路
線
バ
ス
等

の
状
況
等
も
含
め
、
総
合
的
に

検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

開
館
時
間
を
村
時
代
の

午
前
９
時
に
戻
せ
な
い
か
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
あ
た
り
、
臨
時
職
員
の
勤

務
形
態
を
調
査
し
、
㈱
し
ぶ
か

わ
温
泉
の
就
業
規
則
、
ス
カ
イ

テ
ル
メ
渋
川
の
営
業
時
間
等
を

参
考
に
検
討
し
て
き
た
結
果
の

措
置
で
す
。

全
国
で
毎
年
交
通
事
故

で
６
０
０
０
人
も
の
人
が
死
亡

し
、
け
が
を
し
た
人
は
１
０
０

万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

渋
川
市
で
も
昨
年
を
超
え
る

９
名
が
亡
く
な
ら
れ
、
交
通
死

亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
多
発
す

る
交
通
事
故
を
合
併
し
た
新
渋

川
市
で
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と

や
す
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
の
温
泉
に
つ
い
て

め
、
事
故
防
止
、
軽
減
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

聞
き
た
い
。

交
通
死
亡
事
故
多
発
非

常
事
態
宣
言
を
発
令
し
た
こ
と

で
、
緊
急
会
議
及
び
決
起
大
会

を
開
催
し
、
の
ぼ
り
旗
の
設
置
、

チ
ラ
シ
の
配
布
、
広
報
へ
の
掲

載
及
び
テ
ー
プ
に
よ
る
車
両
広

報
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た

だ
く
に
は
繰
り
返
し
の
啓
発
が

一
番
効
果
が
あ
る
と
考
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い

し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携

を
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

飲
酒
運
転
撲
滅
に
対
す
る
行
政

と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

年
の
瀬
、
宴
席
の
多
い

時
期
に
な
り
、
全
国
で
一
斉
に

取
締
り
を
し
、
一
回
の
実
施
で

１
５
０
０
名
も
の
摘
発
、
検
挙

者
が
出
た
。
車
社
会
で
、
飲
ん

だ
ら
乗
ら
な
い
で
は
な
く
、
行

政
と
し
て
飲
酒
運
転
を
撲
滅
す

る
た
め
に
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
工

夫
を
し
、
取
り
組
む
の
か
聞
き

た
い
。

飲
酒
運
転
に
つ
い
て
も

チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
利
用

し
、
周
知
を
行
い
な
が
ら
関
係

機
関
と
連
携
を
し
て
引
き
続
き

啓
発
活
動
を
実
施
し
た
い
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
や
地
区

の
安
全
会
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
撲
滅

に
向
け
て
努
力
す
る
と
と
も
に

警
察
署
に
取
締
り
の
強
化
も
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

地
区
内
に
多
発
す
る
交
通
事
故
に
つ
い
て
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公
設
温
泉
施
設
へ
の
無

料
送
迎
を
行
っ
て
い
る
地
区
は

ど
こ
の
温
泉
か
。
そ
の
運
行
状

況
は
。

公
設
温
泉
で
無
料
送
迎

を
行
っ
て
い
る
の
は
、
北
橘
地

区
の
「
ば
ん
ど
う
の
湯
」
で
す
。

北
橘
地
区
内
を
５
地
区
、
５

路
線
で
、
平
日
に
一
日
１
路
線
、

２
往
復
送
迎
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
あ
る
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
等
へ
の
送
迎
は
ど
う

い
う
状
況
か
。

実
施
方
法
は
違
い
ま
す

が
、
渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
日
曜
日
ご
と
、
小
野
上
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
週
４
日
、
子

持
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
週
５

日
、
無
料
送
迎
を
し
て
い
ま
す
。

合
併
前
、
赤
城
町
に
あ

る
「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」
は
町
中

の
銭
湯
的
な
役
割
と
老
人
福
祉

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

送
迎
を
復
活
す
る
考
え
と
開
館

を
９
時
に
戻
す
考
え
は
。

各
地
域
住
民
へ
の
公
平

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
っ
た

視
点
で
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、
㈱

し
ぶ
か
わ
温
泉
の
営
業
時
間
、

職
員
の
就
業
規
則
等
と
の
調
整

結
果
で
す
。

合
併
後
の
路
線
バ
ス
の

現
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

合
併
後
の
市
内
の
路
線

バ
ス
は
、
バ
ス
事
業
者
も
含
め

る
と
24
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
事
業
に
対
す
る
平
成
18

年
度
の
一
般
財
源
の
持
ち
出
し

は
１
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、

人
口
が
減
少
し
た
地
域
の
交
通

弱
者
の
人
た
ち
を
対
象
と
し
た

巡
回
バ
ス
の
運
行
は
。

バ
ス
事
業
に
係
る
費
用

が
多
大
で
あ
る
た
め
、
路
線
の

実
態
把
握
を
行
い
、
地
元
住
民

の
需
要
を
十
分
に
調
査
し
た
上

で
、
路
線
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

子
持
有
線
放
送
の
廃
止

で
、
子
持
地
区
に
屋
外
放
送
で

の
緊
急
放
送
が
で
き
な
く
な
る
。

防
災
行
政
無
線
整
備
計
画
は
い

つ
か
ら
実
施
予
定
か
。
ま
た
、

今
回
の
子
持
地
区
の
緊
急
事
態

を
踏
ま
え
、
計
画
実
施
を
早
め

る
考
え
は
あ
る
か
。

防
災
行
政
無
線
設
備
計

画
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
総
合

温
泉
送
迎
と
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

的
・
計
画
的
に
実
施
す
る
予
定

で
し
た
が
、
子
持
地
区
有
線
放

送
の
廃
止
を
受
け
状
況
が
変
化

し
た
こ
と
か
ら
、
計
画
の
前
倒

し
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
勘
案

し
、
検
討
し
ま
す
。

子
持
地
区
住
民
が
心
配

し
て
い
る
の
は
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
手
段
が
空
白
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。
火
災
等
災
害
の
情

報
を
消
防
団
員
や
住
民
に
伝
達

す
る
た
め
に
、
防
災
行
政
無
線

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
応

急
措
置
的
に
既
存
の
屋
外
放
送

塔
を
利
用
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
を

活
用
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り

屋
外
放
送
等
が
で
き
る
体
制
の

整
備
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

現
在
、
災
害
時
の
応
急

的
な
情
報
の
伝
達
方
法
と
し
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
を
利
用
し
た
屋
外

放
送
に
よ
る
方
法
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
お
り
、
そ
の
仕
様
や

費
用
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い

ま
す
。

子
持
地
区
の
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
災
害
時
等

の
緊
急
伝
達
手
段
の
空
白
期
間

を
極
力
少
な
く
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

緊
急
伝
達
手
段
に
空
白

期
間
が
仮
に
で
き
、
不
幸
に
も

真
夜
中
に
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
団
員
や
住
民
へ
の
伝

達
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
。

消
防
北
分
署
や
子
持
総

合
支
所
か
ら
の
サ
イ
レ
ン
と
各

分
団
長
等
に
は
、
消
防
本
部
か

ら
の
一
斉
指
令
、
住
民
に
は
広

報
車
に
て
広
報
を
行
い
ま
す
。

子
持
有
線
放
送
の
廃
止
に
伴
う

緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段
は
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